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1 . 1 研 究 の背 景

( 1 ) 子 ど もの学 び の環 境 に関 わ る課 題

現 在 、学 校 現 場 で は様 々 な教 育 課 題 が生 じて い る。文 部 科 学 省 (2021) に よ る と、今 日の

学 校 教 育 が直 面 して い る課 題 と して、 特 別 な教 育 的 支 援 を必 要 とす る子 ど もの増 加 や外 国

人 児 童 生 徒 の増 加 、 相 対 的 貧 困状 態 に あ る子 ど もの存 在 な ど子 ど もた ち の多様 化 が指 摘 さ

れ て お り、子 ど もた ち の多様 性 に配 慮 した教 育 活 動 を進 め て い く事 が重 視 され て い る。また、

生徒 指 導 上 の課 題 も生 じて お り、令 和 元 年 度 の小 ・中 ・高 等 学校 にお け るい じめ の認 知 件 数

や重 大 事 態 の発 生件 数 、暴 力 行 為 の発 生件 数 、不 登 校 児 童 生徒 数 はいず れ も増 加 傾 向 で あ り

過 去 最 多 とな って い る。加 えて小 ・中 ・高 等 学 校 にお け る児 童 生徒 の 自殺 者 数 も減 少 して い

な い な ど様 々 な教 育 課 題 を抱 え た環 境 で子 ど もた ち は学 ん で い る。 子 ど もた ち が 安 心 して

学 校 に通 い、 学 ぶ事 が で き る環 境 を実 現 して い くこ とが喫 緊 の課 題 とな って い る。

( 2 ) 教 員 の働 き方 に関 わ る課 題

先 の よ うに多 くの教 育課 題 が示 され て い る こ とか ら もわ か る よ うに、 「学 校 の役 割 が過 度

に拡 大 して い くと と もに、直 面 す る様 々 な課 題 に対 応 す るた め、教 師 は教 育 に携 わ る喜 び を

持 ちつ つ も疲 弊 して お り、 国 にお い て抜 本 的 な対 応 を行 うこ とな く日本 型 学 校 教 育 を纖 寺

して い くこ とは困難 で あ る」 (文 部 科 学 省 2021, p.9) と指 摘 され て い る。また、現 在 の学校

現 場 で は、教 員 の多忙 化 に加 え個 業 化 が指 摘 され て お り、教 員 が共 通 意 識 の も と、連 携 ・協

働 しなが ら教 育 活 動 にあ た る こ との重 要 性 が一 層 増 して い る。

そ の た め近 年 で は、中央 教 育 審 議 会 (答 申) にお い て、「今 後 の改 革 の方 向性 」に関 して、

「多様 な専 門性 を有 す る質 の高 い教 職 員 集 団 の形 成 」 (文 部 科 学 省 2022, p.33) が求 め られ

て い る。教 職 員 集 団 の多様 性 を求 め る と と もに、学 校 管 理 職 の リー ダ ー シ ップの も と、教 職

員 の多様 性 に配慮 したマ ネ ジ メ ン トを実施 す る こ とが重 視 され て い る。今 後 、外 部 の多様 な
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専 門家 と連 携 しつ つ、チ ー ム学校 の理 念 の も と、学 校 の組 織 づ く りを進 め て い く上 で は、管

理 職 に よ る学校 の組 織 マ ネ ジ メ ン トが一層 重 要 とな るだ ろ う。そ して、教 職 員 は、学 校 教 育

目標 や教 育 課 題 を 自覚 し、共 通 意識 の も と、目標 の実 現 に向 か って教 育 活 動 に取 り組 む姿 勢

が求 め られ る と考 え られ る。

1 . 2 先 行 研 究 の検 討

( 1 ) 教 員 の指 導 困難 性 と個 業化 や協 働 化 に よ る学 校 改 善 志 向 の変 化

佐 古 (2006) は、多 くの教 員 が子 ど もに対 す る指 導 困難 性 を持 って お り、自分 の経 験 や知

識 だ けで は指 導 が 困難 な子 ど もが増 えて きて い る よ うに感 じて い る と述 べ て い る。また、佐

古 は学校 の組 織 化 に対 して、個 業 化 • 統 制 化 • 協 同化 の 3 つ の組 織 化 傾 向 を設 定 して お り、

「個 業 化 は、教 職 の不 確 定 性 に対 して、個 々 の教 員 レベ ル で対 応 す る こ とに よ って それ を吸

収 しよ うとす る組 織 化 傾 向」、「統 制 化 は、不 確 定 性 を、学 校 組 織 内 の一 定 の権 限行使 に よっ

て排 除 す る こ とを基 本 方 略 とす る組 織 化 傾 向」、 「(協 働 化 は) 不 確 定 性 に対 す る対 応 を教 師

の個 別 裁 量 に委 ね る こ とだ けで な く、間 主体 的 な相 互 作 用 を活 性 化 させ ( す なわ ち集 団 的、

組 織 的 に) 、 不 確 定 性 をそ の都 度 縮 減 す る こ とを方 略 とす る組 織 化 傾 向」 と して い る。 また

そ れ を踏 ま え、学校 を取 り巻 く環 境 が変 化 して い るの に対 し、教 師 の意 識 と行 動 が組 織 化 で

は な く個 業化 の方 に進 ん で い る こ とを指 摘 して い る。そ して、協 働 化 が高 い ほ ど教 師 の指 導

困難 性 が低 減 され る こ と、個 業 化 が 高 い場 合 に は指 導 困難 性 が増 大 す る傾 向 に あ る こ とを

示 して い た。ま た協 働 化 と統 制 化 が組 み合 わ され た場 合 に教 員 同士 の学 校 改 善 志 向 は、最 も

高 くな る事 を指摘 して い る。

( 2 ) 組 織 的 な教 育 改 善 意 思 の形 成

久 我 (2010) は、 「学校 外 部 か らの多様 な要 求 ・要 望 の な か で、教 師 の意 識 と行 動 が、 よ

り個 別 対 応 的、自己完 結 的 に業 務 を遂 行 しよ う とす る個 業 化 の方 向へ傾 斜 して い る」と述 べ

て、 「学 校 が抱 え る課 題 を教 師 間 で共 有 し、 組 織 的 な対 応 を可 能 にす る こ とが これ まで以 上

に求 め られ て い る」 と指 摘 して い る。また、久 我 の研 究 にお い て は教 育 改 善 を生 み 出 す 「省

察 の過 程 」 に注 目 しな が ら組 織 的教 育 意 思 形 成 を通 じた教 育 改 善 プ ロ グ ラム の構 築 が なさ

れ て い た もの の、 教 員 の省 察 の契機 につ い て は理 論 に と どま る と ころが見 られ た。

さ らに、久 我 (2011) は、 「教 育環 境 が変 化 し、教 育 の 困難 さが増 す な か、教 師 の 『個 業

化 傾 向』 の デ メ リ ッ トを縮 減 し、 教 師 の主 体 的 な教 育 活 動 へ の取 組 を活 性 化 させ る学 校 の
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『組 織 化 』 をい か に実 現 で き るか は、 喫 緊 の課 題 とい え る。」 と指 摘 して い る。

1 . 3 研 究 の 目的

本 研 究 の背 景 と先 行 研 究 を踏 ま え、 子 ど もた ち が 安 心 して学 ぶ こ とが で き る学 校 づ くり

を進 め るた め に は、教 職 員 が教 育 目標 や教 育 課 題 を意 識 した上 で、どの よ うな学校 を実 現 し

て い くの か とい う共通 意 識 を持 ち、教 育 活 動 に取 り組 ん で い く必 要 が あ る。本 研 究 で は、チ

ー ム学 校 の理 念 の も と、多様 性 に配 慮 した学校 づ く りを進 めて い くにあ た り、教 員 の意識 形

成 が具体 的 に どの よ うな形 で行 わ れ、また そ の際 、どの よ うな点 に課 題 が認 め られ るの か を

教 員 に対 す るイ ンタ ビ ュー調 査 を通 じて 明 らか にす る こ とを 目的 とす る。

2 . I 研 究 の方 法

( 1 ) 文 献 調 査

教 員 の意 識 形 成 や学 校 の組 織 マ ネ ジ メ ン トに関 す る文 献 等 を手 掛 か りに、 教 員 の意 識 ^

成 に関 す る先 行研 究 を調 査 し、そ の概 要 を ま とめ た。本 研 究 にお い て、学 校 づ く りにお け る

教 員 の“意 識 ”とは 「学 校 教 育 目標 や教 育 課 題 を教 職 員全 員 が 自覚 し、目標 達 成 に向 けて協 働

しな が ら教 育 活 動 を行 お う とす る意 識 」 を意 味 す る。 しか し、上 述 の よ うに、学 校 を取 り巻

く環 境 の変 化 や課 題 の多様 化 、教 師 の多忙 化 等 に よ り、教 職 員 の職 務 が個 業 化 し、教 育 課題

に対 す る正 しい認 識 を行 うこ とや教 師 間 で共 通 認 識 を行 うこ とが 困難 に な って お り、 これ

が教 員 の意 識 形 成 を阻 む要 因 とな って い る。また文 献 調 査 の成 果 を踏 ま え、イ ンタ ビュー調

査 を実施 す るた め の調 査 項 目 を作 成 した。

( 2 ) イ ンタ ビュー調 査

A 小 学 校 の教 員 を対 象 と した イ ンタ ビュー調 査 を実施 し、 得 られ た結 果 につ い て SCAT

分 析 を踏 ま えた分 析 を行 った。島根 県教 育 委 員 会 が策 定 して い る 「教 員 育成 指標 」に示 され

た教 員 の キ ャ リア ス テ ー ジ に該 当 す る教 員 を対 象 に イ ンタ ビュ ー調 査 を実施 した。 調 査 項

目は、 「教 員 育 成 指標 」 に示 され た教 員 に求 め られ る 5 つ の資 質 能 力 の うち、 「4• 学校 組 織

の一 員 と して考 え行 動 す る意 欲 • 能 力 」 (教 諭 等 の育 成 指標 ) お よび 「2. 学校 経 営 」 (管 理

職 等 の育 成 指標 ) を中心 と しなが ら、佐 古 (2006) の調 査 で使 用 され た質 問項 目を参 考 に し

て作 成 した。

また、 イ ンタ ビュー調 査 の結 果 は、 文 字起 こ しを して SCAT 分 析 にか けた上 で項 目を分
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けて分 析 を行 った。 次 に、A 小 学 校 にお け るイ ンタ ビュー調 査 の概 要 につ い て説 明 す る。

2 . 2 A 小 学 校 にお け るイ ンタ ビュー調 査 の概 要

( 1 ) 調 査 対 象者

イ ンタ ビュー調 査 を実施 した の は松 江 市 内 に あ る A 小 学 校 で、 児 童 数 約 5 0 0 名 、 教 職

員数 約 5 0 名 で あ る。学校 は、バ イパ ス な どの開発 が進 み、住 宅 地 や商 業 地 が発 展 して い る

場 所 にあ る。

イ ンタ ビュー調 査 の対 象者 は、島根 県教 育 委 員会 が策 定 して い る 「教 員 育 成 指標 」にお い

て示 され た 4 つ の キ ャ リア ス テ ー ジ に該 当 す る 4 名 の教 諭 (A ～D ) と、 3 名 の管 理 職 (校

長 、教 頭 、主 幹 教 諭 ) で あ る。 4 名 の教 諭 の属 性 は以 下 の通 りで あ る。 ま た そ れ ぞれ の教 員

歴 につ い て は イ ンタ ビュー実施 時 の年 数 とな って い る。

教 諭 A 教 員歴 3 年 目 ( 自立 • 向上 期 )

教 諭 B 教 員歴 8 年 目 (探 究 • 発 展 期 )

教 諭 C 教 員歴 25 年 目 (充 実 ・円熟期 前 期 )

教 諭 D 教 員歴 27 年 目 (充 実 ・円熟 期 後 期 )

2 0 2 4 年 1 月 に 4 名 の教 諭 を対 象 に、また 5 月 に管 理 職 3 名 を対 象 に、 1 名 あ た り3 0 分

～ 2 時 間程 度 の イ ンタ ビュー を実施 し、 同意 を得 た上 で、 IC レ コー ダ ー に よ る録 音 を行 っ

た。

( 2 ) 調 査 項 目

調 査 項 目は、 1 . 職 務 の多忙 化 、 2 . 職 務 の個 業 化 、 3 . 学校 教 育 目標 及 び育 て た い子 ど

も像 、4 . 学 校 組 織 マ ネ ジ メ ン トの 4 つ の観 点 か ら成 る教 諭 用 1 0 項 目及 び管 理 職 用 1 6 項

目で あ る。 な お、教 諭 と管 理 職 で は、 異 な る質 問項 目を使 用 した。

3 . イ ンタ ビュー結 果 の分 析 と考 察

SCAT 分 析 の結 果 を踏 ま え、 下 記 の 5 つ の観 点 で分 析 を行 った。

- 34 -



【分 析 の観 点 】

1 . 意 識 形 成 の現 状 と課 題 (ex・意 識 形 成 を阻害 す る要 素 )

2 . 意 識 形 成 の重 要 性 に対 す る認 識

3 . 意 識 形 成 の契 機 (ex•職 階 の変 化 に伴 う意 識 の変 化 )

4 . 意 識 形 成 の方 法 や進 め方 (ex.教 員育 成 指標 にお け る合 意 形 成 との関連 )

5 . 教 育 実 践 へ の反 映

以 上 、教 諭 4 名 及 び管 理 職 3 名 に対 す るイ ンタ ビュー結 果 の分 析 を踏 ま え、 以 下 、A 小 学

校 にお け る意 識 形 成 の現 状 と意 識 形 成 の方 法 、 ま た意 識 形 成 を進 め る上 で の課 題 点 等 につ

い て ま とめ る。ま た、学 校 にお け る意 識 形 成 の現 状 と課 題 を整 理 した上 で、 よ り望 ま しい意

識 形 成 の あ り方 につ い て考 察 す る。

( 1 ) A 小 学校 にお け る意 識 形 成 の現 状

A 小 学 校 にお け る意 識 形 成 の現 状 につ い て、4 名 の教 諭 に対 す るイ ンタ ビュー結 果 か ら確

認 す る。4 名 中 3 名 の教 諭 は、学 校 教 育 目標 につ い て、必 ず し も正 し く記 憶 して い るわ けで

は な か った。 しか し、 自立 ・向上 期 の A 教 諭 と探 究 • 発 展 期 の B 教 諭 にお い て は、 学校 経

営 の取 組 重 点 な どの 内容 につ い て触 れ な が ら、 自身 の教 育 活 動 と関連 付 けて語 る場 面 も見

られ た事 か ら、学 校 教 育 目標 と教 育 活 動 とのつ な が りを意 識 して い る と言 え るだ ろ う。また、

充 実 ・円熟 期 前期 の C 教 諭 と充 実 ・円熟期 後 期 の D 教 諭 にお い て も、学 校 教 育 目標 を正 確

に記 憶 して い るわ けで は な い が、 C 教 諭 は学 校 教 育 目標 等 を も とに学 級 目標 を作 成 しそ れ

を意 識 して教 育 活 動 に取 り組 ん で い る とい う発 言 が あ った。D 教 諭 につ い て は多 くの学 校

が似 た よ うな学 校 教 育 目標 を掲 げて い る事 に言 及 して お り、 教 育 活 動 を行 うに あ た って大

切 に した い こ とに は大 き く変 わ りは な い の で は な い か と述 べ て お り、 自身 の 目の前 の子 ど

もた ち の現 状 か ら、教 育 活 動 を考 えて い る事 が伺 えた。 これ らを踏 ま え、4 名 の教 諭 の学校

教 育 目標 等 へ の意 識 の仕 方 は教 員事 に違 い が あ り、意 識 の程 度 に も差 が認 め られ た。また、

キ ャ リア ス テ ー ジ別 で み る とキ ャ リア ス テ ー ジ の高 い教 員 よ りも低 い教 員 の方 が学 校 で設

定 され た教 育 目標 等 に対 して意 識 が高 い こ とが 明 らか とな った。

さ らに、協 働 意 識 につ い て、4 名 の教 諭 は、 お お む ね高 い事 が うか が えた。 しか し、教 員

に よって差 が あ り、例 えば、A 教 諭 と D 教 諭 か らは、 一 人 で仕 事 を抱 えて い る教 員 の姿 が

あ る とい う発 言 が見 られ た り、B 教 諭 か らは各 学 年 ご とに協働 の割 合 に違 い が あ る事 が 述
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べ られ て い た。また、C 教 諭 は、教 員 同士 の関係 性 につ い て、 自身 が教 員 にな りた て の頃 と

比 べ て希 薄 にな って い る こ とを指 摘 し、 自分 か ら若 手 教 員 に対 して声 をか けづ らい と述 べ

て い る。4 名 の教 員 は協 働 す る こ とが望 ま しい と考 え、また あ る程 度 協働 す る こ とはで きて

い る実 感 はあ る もの の、さ らに協 働 で き る余 地 が あ る こ とに気 が付 い て い る。この よ うに教

員 の意 識 に は差 が あ り、 さ らに教 員 の意 識 を高 め て協 働 す る余 地 が あ る事 が 明 らか とな っ

た。

3 名 の管 理 職 につ い て は、い か に して教 員 に 目標 を浸 透 させ るか、教 員 が協 働 し働 きや す

い職 場 環 境 を どの よ うに実 現 す るか に関 す る発 言 が 多数 み られ た こ とか ら、 学 校 づ く りに

関 す る意 識 の高 さが うか が えた。 また、G 校 長 は 目標 を意 識 す る こ とに関 して、 「自分 が担

任 だ った らほ ぼ頭 の な か か ら消 えて い る と思 い ます 。」 と述 べ た上 で、 学 校 経 営 の重 点 にお

け る、 「つ けた い力 」 と 「自己選 択 と自己決 定 」 の部 分 が子 ど も と関 わ る とき に頭 に残 って

い る と良 く、 ま た意 識 せ ず と もそ の よ うな力 をつ け る こ とが で き る教 育 活 動 が行 わ れ て い

る状 況 に なれ ば よい と述 べ て い る。G 校 長 が述 べ て い る学 校 教 育 目標 等 へ の意 識 を踏 ま え、

4 名 の教 諭 の教 育 活 動 をみ る と、 学 校 で 「つ けた い力 」 を育 む た め の授 業 や活 動 、 「自己選

択 と自己決 定 」を行 うよ うな場 面 を設 定 した授 業 が行 われ て お り、G 校 長 が 求 め る教 育 活 動

が行 わ れ て い る こ とが 明 らか とな った。

( 2 ) 意 識 形 成 の た め の 3 つ の方 法

A 小 学 校 にお い て取 り組 まれ て い る意 識 形 成 の方 法 と して以 下 の 3 つ を挙 げ る こ とが で

き る。

1 つ 目は 「学 校 の課 題 や学 校 の使 命 につ い て話 し合 うワー クシ ョ ップ」で あ る。 この ワー

クシ ョップ は、G 校 長 が A 小 学校 に着 任 した際 に行 わ れ た ワー クシ ョ ップで あ り、 学 校 や

子 ど もた ち の課 題 、学 校 と して の使 命 につ い て考 え る取 り組 み で あ った。そ の た め、それ ぞ

れ の教 員 が考 えて い る情 報 を共 有 しつ つ 、 学 校 全 体 で取 り組 ん で い く課 題 につ い て共 通意

識 を育 む こ とにつ なが って い る。

2 つ 目は 「各 部 の 目標 づ く り」で あ る。総 務 部 や研 究 部 とい った各 部 が、学校 教 育 目標 や

つ けた いカ 、学 校 経 営 の取 組 重 点 な どを踏 ま えた 目標 を設 定 す る取 り組 み とな って い る。こ

れ は、各 部 の取 組 と学 校 教 育 目標 等 とのつ なが りをつ くる機 会 とな る もので あ り、また、各

部 の教 員 が 目標 を作 成 す る事 で そ れ ぞ れ の教 員 の 目標 意 識 が 高 ま る契 機 に もな って い る。

また G 校 長 は学 校 教 育 目標 等 と各 部 の取 組 につ なが りをつ くる こ とで、 部 長 の教 員 が活 動
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をす る際 の活 動 目的 の説 明 を しゃ す く した り、 す ぐに 目標 に立 ち戻 って きや す くす るため

の取 組 で あ る と述 べ て い る。

3 つ 目は 「学 年 担任 制 」 で あ る。 これ は、個 業 化 を改 善 す る こ とを 目的 と した取 組 とな っ

て い るが、教 員 の意 識 形 成 に も大 きな影 響 を与 えて い る と考 え られ る。まず 、学 年 担任 制 を

受 け、学 年 経 営 案 の作 成 が行 わ れ て お り、学 年 で どの よ うに教 育 目標 を達 成 して い くの か、

どの よ うにつ けた い力 を育 成 す るの か とい った話 し合 い の機 会 に な って お り、 教 員 同士の

共 通 意 識 を作 る機 会 にな って い る。また、学 年 担 任 制 の一貫 と して ロー テ ー シ ョン授 業 も行

わ れ て い る。自身 の担 当す る ク ラス だ けを持 つ の で は な く、他 の学 級 の授 業 を受 け もっ こ と

で、教 員 の授 業 準 備 の負担 を減 らす と と もに、学 年 全 体 の授 業 を経 験 す るな か で、教 員 同士

の情 報 共 有 や 目標 の共 有 の機 会 にな って い る と考 え られ る。

( 3 ) 意 識 形 成 を進 め る上 で の課 題 点

A 小 学 校 にお い て意 識 形 成 を進 め る際 の課 題 点 につ い て ま とめ る。 意 識 形 成 を阻害 す る

要 素 と して考 え られ るの は、① 多忙 化 と② 個 業 化 の 2 つ で あ る。

多 忙 化 につ い て は近 年 の学 校 教 育 にお け る指 導 内容 の増 加 、 ま た多様 な子 ど もた ちへの

対 応 に よ る業 務 の増 加 な どが原 因 で あ る と、 イ ンタ ビ ュー の な か で 多 くの教 員 が述 べ てい

た。多忙 化 が進 む事 で、教 職 員 の多忙 感 も増 加 して い く事 が推 測 で き る。また物 理 的 な忙 し

さが増 加 して い るた め、 勤 務 時 間 内 で周 りの 同僚 と共 通 意 識 を持 つ ゆ と りが な くな って い

る事 が伺 え る。 しか し、 C 教 諭 や D 教 諭 の よ うな教 員歴 の長 い教 員 は、 あ ま り多忙 感 を感

じて い な か った。 これ は、今 まで の教 員 経 験 で培 った経 験 値 に よ り、授 業 準備 や事務 作 業 へ

の慣 れ ゆ え に感 じて い る こ とで あ る と考 え られ る。そ の た め、教 員歴 の違 い に よって、多忙

感 の感 じ方 に も違 い が 生 まれ るた め、 協 働 意 識 に も差 が生 まれ や す くな る こ とが推 測 でき

る。

個 業化 につ い て は、 イ ンタ ビュー対 象者 全 員 が少 な か らず個 業 感 を感 じて お り、 また、C

教 諭 、E 主 幹 教 諭 、F 教 頭 、G 校 長 か らは、教 員 とい う職 業 の個 業 的側 面 につ い て発 言 が あ

った。そ れ ぞ れ の教 員 が担 任 を持 って い た り、専科 の教 員 で あ った りす る こ とで、一 人 で授

業 をす る時 間 が長 く必 然 的 に個 業 にな って しま うとの事 で あ った。個 業化 が進 む こ とで、協

働 の機 会 が減 少 し、また 同僚 性 が育 まれ に く くな る こ とが考 え られ る。A 教 諭 は同僚 に無 関

心 な人 の存 在 につ い て、 c 教 諭 は教 員 同士 の関係 性 の希 薄 化 につ い て述 べ て い る こ とか ら

も、A 小 学 校 にお い て十 分 な協 働 意識 が生 まれ な い こ との原 因 にな って い る と考 え られ る。
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( 4 ) 意 識 形 成 の契機 か ら考 え る望 ま しい意 識 形 成 の あ り方

以 上 の よ うな現 状 と意 識 形 成 の取 組 、課 題 を踏 ま え、望 ま しい意 識 形 成 の あ り方 につ い て

3 つ提 案 す る。

① 教 員 が共 感 し、 納 得 で き る 目標 設 定

これ は B 教 諭 と F 教 頭 の発 言 か ら考 え られ る意 識 形 成 の あ り方 で あ る。B 教 諭 、F 教 頭

共 に、A 小 学 校 で設 定 され て い る学 校 教 育 目標 等 の 内容 に共 感 す る発 言 が見 られ た。そ の た

め、 設 定 され た 目標 に対 して納 得 感 を感 じる事 や 共 感 で き る事 が 目標 を意 識 す る こ とにつ

なが る と考 え られ る。B 教 諭 と F 教 頭 は どち ら も 自身 の経 験 や考 え に 目標 が あ って い た た

め に共 感 で きた こ とが うか が えた が、経 験 や考 え に 目標 が そ ぐわ な い場 合 で も、学 校 の現 状

や子 ど もた ち の課 題 に即 した 目標 設 定 を行 う事 で 目標 達 成 の必 要 感 が意 識 形 成 の契 機 にな

る と考 え られ る。

また、目標 に対 して教 員 が納 得 や共 感 す る事 が重 要 にな るた め、目標 設 定 の際 に は教 職 員

全 体 で情 報 共 有 な どを行 い、 目標 等 の作 成 に教 職 員 を関 与 させ る こ とで よ り納 得 感 の あ る

目標 設 定 が で き る と考 え る。

② 意 識 形 成 を行 いや す い環 境 の実 現

意 識 形 成 の課 題 と して、 教 員 の多 忙 化 や個 業 化 が意 識 形 成 を阻 害 す る要 因 に な って い る

事 が 明 らか とな った。そ の た め、多忙 感 や個 業 感 を軽 減 させ る事 が そ の ま ま意 識 形 成 を行 い

や す い環 境 の実 現 につ な が る と考 え る。 ま た、 D 教 諭 は子 ど もた ちが落 ち着 い て い る こ と

が教 員 の働 きや す さ につ な が る と述 べ て お り、 また子 ど もた ち を生 き生 き させ る よ うな ノ

ウハ ウや 授 業 の方 法 を共 有 す る こ とで働 きや す くな る と述 べ て い る。 教 員 同士 が ノ ウハ ウ

や授 業 の方 法 を共 有 す る よ うになれ ば、そ の時 間 が意 識 共 有 の場 とな り、また 同僚 性 の 向上

の機 会 に な る こ と も考 え られ る。

③ 教 員 同士 の 同僚 性 を高 め る場 の設 定

② の意 識 形 成 を行 い や す い環 境 を実 現 す るた め に、 教 員 同士 が ノ ウハ ウや授 業 の方 法 を

共 有 す る よ うにす れ ば よい と した。しか し、先 輩 教 員 と後 輩 教 員 が互 い に遠 慮 しあ うこ とで

教 員 同士 の関係 性 が希 薄 化 した り、 教 員 ご との経 験 値 の差 に よ り協 働 意 識 に も差 が生 まれ

て い る こ とが 明 らか とな った。 日々、教 育 活 動 を行 う中 で、ノ ウハ ウを共 有 す るた め の機 会

- 38 -



は生 まれ に く く、そ の た め、教 員 同士 が交 流 で き る時 間 を意 図 的 に設 定 す る こ とが大切 で あ

る。 これ は A 教 諭 や C 教 諭 の意 識 形 成 に係 る発 言 か ら も明 らか で あ る。A 教 諭 は 自身 が仕

事 をサ ポ ー トして も らった経 験 か ら協 働 意 思 が形 成 され て お り、 C 教 諭 は後 輩 教 員 に教 員

と して成 長 して ほ しい と感 じた事 が意 識 形 成 の契機 にな って い る と推 測 で き る。 そ の た め、

交 流 の場 を設 定 し、教 員歴 の少 な い教 員 は先 輩 に助 けて も ら う経 験 を、教 員歴 の長 い教 員 は

後 輩 教 員 との関 わ りを増 や す事 で、協働 を促 した り、共 通 意 識 を作 る事 につ な が る と考 え る。

4 , 本 研 究 の成 果 と今 後 の課 題

本 研 究 で は、学校 づ く りを進 め て い くにあ た り、教 員 の意 識 形 成 が具体 的 に どの よ うに行

わ れ て お り、また そ の際 に、どの よ うな点 に課 題 が認 め られ るの か を明 らか にす る こ とを 目

的 と して、教 員 に対 す るイ ンタ ビュー調 査 を実施 し、SCTA 分 析 を行 った。A 小 学 校 で は、

意 識 形 成 の契 機 とな る よ うな組 織 マ ネ ジ メ ン トが行 わ れ て い るが、 教 員 の意 識 形 成 に は差

が あ り、今 後 さ らに協 働 意 識 を高 め て い く余 地 の あ る こ とが 明 らか とな った。ま た、意 識 形

成 を阻害 す る要 因 と して、 大 き く分 けて① 多忙 化 と② 個 業 化 の二 つ が あ る事 が教 員 の具 体

的 なエ ピ ソー ドと ともに確 認 す る事 が 出来 た。さ らに、多忙 感 と個 業 感 につ い て は教 員歴 の

違 い に よ る個 人 差 が大 き く、教 員歴 の長 い教 員 ほ ど、多忙 感 を感 じに くい事 、教 員歴 の異 な

る教 員 との間 で は協働 意 識 に差 が生 まれ や い こ とが 明 らか とな った。

しか し、本 研 究 は A 小 学校 の み を調 査 対 象校 と した た め、 本 研 究 を通 して得 られ た成 果

と課 題 につ い て、過 度 な一 般 化 は避 けな けれ ば な らな い。教 員 の意 識 形 成 の あ り方 につ い て、

さ らに研 究 を進 め るた め に は、調 査 対 象 校 を増 や して い くこ とが求 め られ るだ ろ う。今 後 の

課 題 と した い。
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https:/ / www.educa.nagoya-u.ac.jp/ ̃ otani/ scat/ #01 (2025 年 1 月 9 日最 終 確 認 )

• 中央 教 育 審 議 会 (2021) 「『令 和 の 日本 型 学校 教 育 』の構 築 を 目指 して～ 全 て の子 供 た ち の

可 能 性 を引 き出 す、個 別 最 適 な学 び と、 協働 的 な学 び の実 現 ～ 」 (答 申)

https:/ / www.mext .go.jp/ content/ 20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf

(2025 年 1 月 8 日最 終 確 認 )

• 中央 教 育 審 議 会 (2022) 「『令 和 の 日本 型 学 校 教 育 』 を担 う教 師 の養 成 ・採 用 • 研 修 等 の在

り方 につ い て～ 『新 た な教 師 の学 び の姿 』の実 現 と、多様 な専 門性 を有 す る質 の高 い教 職 員

集 団 の形 成 ～ 」 (答 申)

https:/ / www.mext .go.jp/ content/ 20221219-mxt_kyoikuj inzai01- 1412985_00004- l .pdf

(2025 年 1 月 8 日最 終 確 認 )
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